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福島
　
○●総反撃のたたかい構築しよう――４団体「全県代表者会議」開催●○

福島県では、臨時国会にむけたたたかいの意思統一のため、８月２２日（火）夜、郡山市で、国民大運動福島県実行委員会、憲法改悪反対福島県共同センター、消費税廃止福島県各界連絡会、福島県社会保障推進協議会の４団体による「全県代表者会議」が開催されました。

　会議では、最初に、憲法改悪反対共同センター代表の山口文彦さんが主催者あいさつ。「自民党総裁選挙の報道を見れば、次の総裁が、憲法改悪、教育基本法改悪、消費税増税などの悪政を強行することは明らか。これらをはねかえし、悪法を阻止するために、力をあわせて反撃しよう」とよびかけました。　

　次に、小川英雄県労連議長（憲法改悪反対共同センター事務局長）が、「バラバラに反撃するのではなく、総反撃することで情勢を変えることがポイント。国民の怒りを的確にとらえた運動にしなければ、怒りもあきらめに変わり、来年の選挙でも大きな変動につながってこない。団体・地域で総反撃する秋のたたかい構築しよう」と強調し、秋のたたかいの方針を提案しました。

○●深刻化する県民の実態と共同を広げる条件●○

　その後の討論では、「国保１１９番では『税金があがって自殺するしかない』と３０分も訴える人がいた」（県生連）、「先月、会員が自殺。仕事なく、売上伸びない。忙しくても人件費払えないのが業者の現状だ」（福商連）、「『通常の仕事の他に、早朝の新聞配達などをしても、食パンだけで暮らしている』というのが相談者の実態」（県労連）など深刻な県民の実態が出されました。また、「教育基本法改悪についてのシール投票をやったら、『変えないほうがよい』４１、『変えた方がよい』０の結果だった。今までは『わからない』という人が多かったが、少しずつ浸透してきている」（新婦人）、「事前に署名用紙を配り、回収するやり方で全戸署名にとりくんだ。1時間で１３０筆を回収。やってみると関心があることがわかり、『次もがんばっぺない』となった」（二本松）、「憲法９条を守る学習会に９０人が参加。これまでにない参加者で、元校長なども参加した」（白河）など、共同を大きく広げる条件があることが鮮明になりました。

○●力を集中して多様な行動にうって出よう●○

会議では、最後に、「悪政反撃１１・１２県民集会実行委員会」（仮称）を９月１４日に結成し、①臨時国会で成立がねらわれている憲法改悪手続法案、教育基本法改悪法案、共謀罪新設法案に反対するとともに、各分野・各層にもたらされた要求をもちより、力を集中して反撃する県民運動にとりくむ、②数年ぶりとなる「県民集会」を１１月１２日（日）に、郡山市で開催する（集会実行委員会の主催）、③国会要請行動や、県民の世論を喚起する宣伝、申し入れなどを共同して行うことなどを確認し、閉会しました。

　福島県では、「教育基本法改悪反対福島県連絡会」（日教組加盟の福島県教職員組合も加入）が、１０月７日（土）、福島市で、「教育基本法改悪を許さない１０・７県民大集会」を開催します。これらの集会の成功を節目に、大きなたたかいをすすめていきます。
（国民大運動福島県実行委員会　野木　茂雄）

北海道

　
　
９月２日、改憲のくわだてと「構造改革」に立ち向かうこの秋のたたかいを強化・発展させようと道労連単産地域代表者会議が開催されました。秋のたたかいでは、「ふたつの節」を設け、前半となる９月は、すべての職場と地域で教育基本法改悪と国民投票法の危険なねらいを学習し、「もう一つ」ビデオを見て語り合う「学習・意思統一集中月間」とし、臨時国会召集後の１０、１１月には、「戦争しない」「参加しない」日本をつらぬき、格差社会を告発する世論を広げ、教基法改悪・国民投票法を許さない大宣伝・署名・対話にすべての職場から大きく足を踏み出そうと意思統一をはかりました。

９月９日には、「自治体はたん」のモデルのように言われる夕張市問題を考える「道民のつどい」を開催。翌１０日と１１日は夕張市民集会と現地調査を計画し、秋のたたかいのスタートをきります。２６日召集がかたまった臨時国会召集日には、全道すべての地域での「いっせい行動」をよびかけ、憲法・教基法署名、職場・地域でのポスター張り出し、ハンドマイク宣伝、「９条の会」を全道の職場と地域に広げる取り組みなど精力的な行動が展開されます。

また、10/14、27、11/17などの全国行動に呼応して全道いっせい行動や大集会、「網の目行動」など北海道あげての行動も予定しており、これまでにない共同の取り組みについても追及していきます。

道労連小室事務局長は、「からだ具合が悪いのに、保険証がないから病院にいけないとか、障害者が作業所にかよえなくされたり、地域から学校が奪われたり、『これで良いのか？！』という問題をするどく問うこと、そして何よりも一人ひとりの子どもたちの成長・発達をたいせつにしてきた「国民のための教育」から『お国のため』に役立つ人づくりへ、と教育の目的を変える教育基本法改悪を許さないこと、このたたかいに、すべての組合員、各団体の会員が参加する秋のたたかいをつくりたい」と決意を述べています。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
9・26国会開会日行動の確定について
　9月7日自民・民主国対委員長会談が開催され、第165臨時国会開会日を9月26日（火）にすることを確認しました。よって開会日行動を下記により確定で行ないます。
また、会期は、9月19日以降に議院運営委員会で議論する扱いで、未定となっています。
国会冒頭から大きく勢いをつけて取り組みを進めたいと思います。開会日行動に広範な諸団体から沢山のご参加をお願いいたします。

9・26国会開会日行動
（1）昼デモ

日時
06年9月26日（火）12時00分集合、12時15分デモ出発　

集合場所
日比谷公園霞門

主催
国民大運動実行委員会、中央社保協、安保破棄中央実行委員会
（2）院内集会

日時
06年9月26日（火）13時00分～14：30時
（会場の関係で時間が変更になっています）

場所
衆議院第一議員会館第一会議室
内容　　 主催者挨拶、国会情勢報告、各団体からの発言、行動提起　

主催
国民大運動実行委員会、中央社保協、安保破棄中央実行委員会










【＊＊＊このニュースを各組織・団体に配信してください＊＊＊】





























職場・地域から改憲と「構造改革」に立ち向かう





9・26国会開会日に全道総行動





１０・７教基法集会、１１・１２県民集会の








成功節目に 秋の総反撃のたたかいめざす！

















